
目

次

告

示

○
狩
猟
免
許
試
験
の
施
行
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
自
然
保
護
課
）
…
一

○
適
性
試
験
及
び
講
習
の
実
施
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
医
療
機
関
の

指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
が

ん

・

生
活
習
慣
病

対

策

課
）
…
四

○
特
定
行
為
業
務
を
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqq（
障
害
福
祉
課
）
…
四

○
漁
船
保
険
付
保
義
務
の
同
意
を
求
め
る
た
め
の
届
出
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
西
北
地
域

県

民

局
）
…
四

公

告

○
青
森
県
地
域
防
災
計
画
修
正
の
要
旨
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
防
災
危
機

管

理

課
）
…
五

出
先
機
関

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
三
八
地
域

県

民

局
）
…
五

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
六

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
六

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
六

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
上
北
地
域

県

民

局
）
…
六

公
安
委
員
会

○
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
の
辞
職
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
交
通
企
画
課
）
…
六

告

示

青
森
県
告
示
第
三
百
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
令
和
五
年
度
狩
猟
免
許
試
験
を
施
行
す
る
の
で
、
鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第

二
十
八
号
）
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

試
験
の
期
日
及
び
場
所

試
験
の
期
日

試

験

の

場

所

備

考

令
和
五
年

六
月
二
十
五
日

青
森
市
大
字
荒
川
字
藤
戸
一
一
九
の
七

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室
ほ
か

令
和
五
年

七
月
三
十
日

十
和
田
市
西
三
番
町
二
の
一

十
和
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室
ほ
か

令
和
五
年

九
月
十
六
日

青
森
市
大
字
荒
川
字
藤
戸
一
一
九
の
七

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室
ほ
か

二

試
験
科
目
、
試
験
課
題
、
試
験
時
間
等

試
験
の

種

別

狩
猟
免
許

の
種
類

試
験
の
科
目
及
び
課
題

試
験
時
間

受
付
時
間

適
性
試
験

網
猟
免
許

わ
な
猟
免

許第
一
種
銃

猟
免
許

第
二
種
銃

猟
免
許

１

視

力

２

聴

力

３

運
動
能
力

午
前
十
時

か
ら
午
前

十
時
二
十

分
ま
で

午
前
九
時

三
十
分
か

ら
午
前
九

時
五
十
分

ま
で

知
識
試
験

網
猟
免
許

わ
な
猟
免

許第
一
種
銃

猟
免
許

第
二
種
銃

猟
免
許

１

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令

２

猟
具
に
関
す
る
知
識

３

鳥
獣
に
関
す
る
知
識

４

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
に
関
す
る

知
識

午
前
十
時

二
十
分
か

ら
午
後
零

時
三
十
分

ま
で

青
森
県
報
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第
六
百
号

令
和
五
年四

月
十
七
日

（
月
曜
日
）



技
能
試
験

網
猟
免
許

わ
な
猟
免

許

１

銃
器
以
外
の
猟
具
を
見
て
当
該
猟

具
の
使
用
の
是
非
を
判
別
す
る
こ

と
。

２

網
、
わ
な
の
猟
具
の
う
ち
一
つ
を

架
設
す
る
こ
と
。

３

鳥
獣
の
図
画
を
見
て
そ
の
鳥
獣
の

判
別
を
瞬
時
に
行
う
こ
と
。

午
後
一
時

十
分
か
ら

午
後
三
時

ま
で

第
一
種
銃

猟
免
許

１

模
造
銃
（
空
気
銃
以
外
の
銃
器
を

模
し
た
物
を
い
う
。
２
か
ら
４
ま
で

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
点

検
、
分
解
及
び
結
合
の
操
作
を
行
う

こ
と
。

２

模
造
銃
に
模
造
弾
を
装
塡
し
、
射

撃
姿
勢
を
と
っ
た
後
模
造
弾
の
脱
包

を
行
う
こ
と
。

３

二
人
以
上
で
行
動
す
る
場
合
に
お

け
る
銃
器
の
保
持
及
び
携
行
並
び
に

そ
の
受
渡
し
を
模
造
銃
を
用
い
て
行

う
こ
と
。

４

休
憩
の
際
必
要
な
銃
器
の
操
作
を

模
造
銃
を
用
い
て
行
う
こ
と
。

５

空
気
銃
を
模
し
た
物
に
つ
い
て
圧

縮
操
作
を
し
、
弾
丸
を
用
い
な
い
で

装
塡
の
操
作
を
行
っ
た
後
射
撃
姿
勢

を
と
る
こ
と
。

６

距
離
の
目
測
を
行
う
こ
と
。

７

鳥
獣
の
図
画
を
見
て
そ
の
鳥
獣
の

判
別
を
瞬
時
に
行
う
こ
と
。

第
二
種
銃

猟
免
許

１

空
気
銃
を
模
し
た
物
に
つ
い
て
圧

縮
操
作
を
し
、
弾
丸
を
用
い
な
い
で

装
塡
の
操
作
を
行
っ
た
後
射
撃
姿
勢

を
と
る
こ
と
。

２

距
離
の
目
測
を
行
う
こ
と
。

３

鳥
獣
の
図
画
を
見
て
そ
の
鳥
獣
の

判
別
を
瞬
時
に
行
う
こ
と
。

三

受
験
で
き
な
い
者

１

県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

２

網
猟
免
許
及
び
わ
な
猟
免
許
に
あ
っ
て
は
試
験
当
日
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者
、
第
一
種
銃

猟
免
許
、
第
二
種
銃
猟
免
許
に
あ
っ
て
は
試
験
当
日
満
二
十
歳
に
満
た
な
い
者

３

統
合
失
調
症
、
そ
う
鬱
病
、
て
ん
か
ん
そ
の
他
自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
又
は
そ
の

判
別
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
を
失
わ
せ
、
又
は
著
し
く
低
下
さ
せ
る
症
状
を
呈
す
る
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
者

４

麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

５

自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
又
は
そ
の
判
別
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
が
な
く
、
又
は

著
し
く
低
い
者

６

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
又
は
同
法
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者

７

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
又
は
同
法
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
に
違
反
し
て
、
狩
猟
免
許
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い

者

四

受
験
の
申
請
手
続
等

狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
令
和
五
年
六
月
二
十
五
日
に
受
験
す
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
同
年
五
月
九
日
か
ら
同
年
六
月
九
日
ま
で
に
、
同
年
七
月
三
十
日
に
受
験
す
る
も
の

に
あ
っ
て
は
、
同
年
六
月
十
四
日
か
ら
同
年
七
月
十
四
日
ま
で
に
、
同
年
九
月
十
六
日
に
受
験
す

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
一
日
ま
で
に
、
狩
猟
免
許
申
請
書
（
各
地

域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
に
お
い
て
交
付
す
る
。
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
し
て
申
請
者
の
住
所
地
を
所
管
す
る
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
に
提
出
す
る
こ

と
。

１

狩
猟
免
許
申
請
手
数
料
と
し
て
次
に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
額
の
青
森
県
収
入
証
紙

㈠

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
第
一
号
該
当

者
（
異
種
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
）

三
千
九
百
円

㈡

そ
の
他
の
者
（
初
心
者
）

五
千
二
百
円

２

写
真
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
及
び
無
背
景
の
縦
の
長
さ

三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
）

一
枚

３

返
信
用
封
筒
（
申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
を
記
載
し
、
郵
便
切
手
（
八
十
四
円
）
を
貼
付
し

た
も
の
）

一
通

４

申
請
者
が
第
一
種
銃
猟
免
許
又
は
第
二
種
銃
猟
免
許
に
係
る
銃
器
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受

け
て
い
る
場
合
は
、
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

一
通

５

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
現
に
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨

の
医
師
の
診
断
書

一
通

五

そ
の
他

１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
試
験
を
中
止
ま
た
は
日
時
、
場
所
等
を
変
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更
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
申
請
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

２

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
又
は
青
森
県
環
境
生
活
部
自

然
保
護
課
（
電
話
〇
一
七
―
七
三
四
―
九
二
五
七
番
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

青
森
県
告
示
第
三
百
七
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
）
第
五
十
一
条
第
二
項
本
文
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
令
和
五
年
度
に
お
け
る
適

性
試
験
及
び
講
習
を
実
施
す
る
の
で
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
八
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て

準
用
す
る
同
令
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

適
性
試
験
及
び
講
習
の
期
日
、
場
所
等

所
管
課
名
又
は
所

管
地
域
県
民
局
名

期

日

場

所

備

考

自
然
保
護
課

令
和
五
年
九
月

二
日

青
森
市
大
字
荒
川
字
藤
戸
一
一
九
の
七

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

東
青
地
域
県
民
局

令
和
五
年
七
月

二
十
六
日

青
森
市
大
字
荒
川
字
藤
戸
一
一
九
の
七

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

中
南
地
域
県
民
局

令
和
五
年
七
月

十
四
日

弘
前
市
大
字
賀
田
一
丁
目
一
八
の
三

弘
前
市
立
中
央
公
民
館
岩
木
館

三
八
地
域
県
民
局

令
和
五
年
七
月

二
十
七
日

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
毛
合
清
水
二
九

八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

令
和
五
年
七
月

二
十
八
日

八
戸
市
大
字
尻
内
町
字
毛
合
清
水
二
九

八
戸
市
農
業
経
営
振
興
セ
ン
タ
ー

西
北
地
域
県
民
局

令
和
五
年
七
月

二
十
一
日

五
所
川
原
市
字
栄
町
一
〇

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎

上
北
地
域
県
民
局

令
和
五
年
七
月

十
二
日

十
和
田
市
西
十
二
番
町
二
〇
の
一
二

青
森
県
十
和
田
合
同
庁
舎

下
北
地
域
県
民
局

令
和
五
年
七
月

十
四
日

む
つ
市
中
央
一
丁
目
一
の
八

青
森
県
む
つ
合
同
庁
舎

二

適
性
試
験
及
び
講
習
の
科
目
、
時
間
等

区

分

科

目

時

間

受
付
時
間

適
性
試
験

１

視

力

２

聴

力

３

運
動
能
力

午
前
九
時
五
十
分
か
ら

午
前
十
一
時
ま
で

午
前
九
時
二
十

分
か
ら
午
前
九

時
四
十
分
ま
で

講

習

１

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

令
２

鳥
獣
の
判
別

３

猟
具
の
取
扱
い

４

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
に
関

す
る
知
識

午
前
十
一
時
か
ら
午
後

三
時
ま
で
（
た
だ
し
、

正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
は
休
憩
）

三

適
性
試
験
及
び
講
習
の
対
象
者

令
和
五
年
四
月
十
六
日
か
ら
令
和
六
年
四
月
十
五
日
ま
で
に
狩
猟
免
許
の
有
効
期
間
が
満
了
す

る
者
で
あ
っ
て
、
現
に
県
内
に
住
所
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
狩
猟
免
許
を
有
す
る
者
と
す
る
（
認
定

鳥
獣
捕
獲
等
事
業
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
狩
猟
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
を
有
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
者
は
適
性
試
験
を
免
除
す
る
。
）
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。

１

統
合
失
調
症
、
そ
う
鬱
病
、
て
ん
か
ん
そ
の
他
自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
又
は
そ
の

判
別
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
を
失
わ
せ
、
又
は
著
し
く
低
下
さ
せ
る
症
状
を
呈
す
る
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
者

２

麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

３

自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
し
、
又
は
そ
の
判
別
に
従
っ
て
行
動
す
る
能
力
が
な
く
、
又
は

著
し
く
低
い
者

四

免
許
更
新
申
請
書
の
提
出
期
限
及
び
提
出
先

適
性
試
験
及
び
講
習
の
実
施
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
、
狩
猟
免
許
有
効
期
間
更
新
申
請
書
（
各

地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
に
お
い
て
交
付
す
る
。
）
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
次
に
掲
げ

る
書
類
を
添
付
し
て
申
請
者
の
住
所
地
を
所
管
す
る
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
に
提
出
す
る

こ
と
。

１

狩
猟
免
許
更
新
申
請
手
数
料
と
し
て
次
に
掲
げ
る
金
額
に
相
当
す
る
額
の
青
森
県
収
入
証
紙

二
千
九
百
円

２

写
真
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
及
び
無
背
景
の
縦
の
長
さ
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三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
）

一
枚

３

申
請
者
が
第
一
種
銃
猟
免
許
又
は
第
二
種
銃
猟
免
許
に
係
る
銃
器
の
所
持
の
許
可
を
現
に
受

け
て
い
る
場
合
は
、
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し

一
通

４

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
現
に
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
旨

の
医
師
の
診
断
書

一
通

５

更
新
し
よ
う
と
す
る
狩
猟
免
状

６

認
定
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
従
事
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
が
作
成
し
た

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

㈠

狩
猟
免
許
有
効
期
間
更
新
を
申
請
す
る
事
業
従
事
者
の
氏
名

㈡

狩
猟
免
許
有
効
期
間
更
新
を
申
請
す
る
者
が
狩
猟
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
日

㈢

狩
猟
免
許
有
効
期
間
更
新
を
申
請
す
る
者
が
狩
猟
に
つ
い
て
必
要
な
適
性
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
方
法
及
び
そ
の
結
果

五

そ
の
他

１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
適
性
試
験
及
び
講
習
の
日
時
、
場
所
等
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
申
請
者
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

２

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
又
は
青
森
県
環
境
生
活
部
自

然
保
護
課
（
電
話
〇
一
七
―
七
三
四
―
九
二
五
七
番
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

青
森
県
告
示
第
三
百
八
号

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
四
条
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

調
剤
薬
局
ツ
ル
ハ
ド
ラ
ッ
グ
弘
前

外
崎
店

弘
前
市
大
字
外
崎
三
丁
目
五
の
一

令
和五･
三･一七

は
や
し
呼
吸
器
・
総
合
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

八
戸
市
大
字
沢
里
字
二
ツ
屋
一
の
二
一
二

五･
三･二〇

え
む
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

む
つ
市
小
川
町
一
丁
目
一
の
一
二

五･
三･二三

青
森
県
告
示
第
三
百
九
号

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
附
則
第
二
十
七
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
登
録
特
定
行
為
事
業
者

か
ら
特
定
行
為
業
務
を
行
う
必
要
が
な
く
な
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
附
則
第
二
十
七

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
の
八
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

登

録

番

号

氏
名
又
は

名

称

住

所

事

業

所

登
録
失
効

年
月
日

備
考

名

称

所

在

地

〇二二〇〇〇

〇三八

青
森
県

青
森
市
長
島

一
丁
目
一
の

一

青
森
県
立
青

森
第
一
高
等

養
護
学
校

青
森
市
大
字

西
田
沢
字
浜

田
三
六
八

令
和五･
三･三一

青
森
県
告
示
第
三
百
十
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
示
し
、
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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届

出

事

項

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

加
入
区

の
名
称

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

期

間

場

所

深
浦

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
横
磯
字
下
岡
崎
四
八
の

一

佐
藤

一
文

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
深
浦
字
岡
崎
三
四
〇
の

二
三

岩
根

孝
夫

西
津
軽
郡
深
浦
町
大
字
横
磯
字
下
岡
崎
三
六
の

三

西
﨑

祥
平

令
和
五
年
四
月

十
七
日
か
ら
同

年
五
月
一
日
ま

で

深
浦
漁
業
協

同
組
合

公

告

青
森
県
地
域
防
災
計
画
修
正
の
要
旨

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

青
森
県
地
域
防
災
計
画
（
以
下
「
計
画
」
と
い
う
。
）
を
修
正
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
要
旨
を
公
表
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
防
災
会
議
会
長

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

計
画
修
正
の
趣
旨

青
森
県
防
災
会
議
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
計
画
を
作
成
し
て
以
来
、
毎
年
こ
れ
に
検
討
を
加

え
、
必
要
に
応
じ
修
正
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
青
森
県
部
等
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
」
を
踏
ま
え
、
計
画
に
つ
い
て
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

計
画
修
正
の
年
月
日

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

三

計
画
修
正
の
主
な
内
容

風
水
害
等
災
害
対
策
編

第
二
章

防
災
組
織

第
三
節

県
災
害
対
策
本
部

「
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
局
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
修
正
を
行
っ
た
。

地
震
・
津
波
災
害
対
策
編

第
二
章

防
災
組
織

第
三
節

県
災
害
対
策
本
部

「
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
局
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
修
正
を
行
っ
た
。

出

先

機

関

土
地
改
良
区
の
役
員
の
就
任
及
び
退
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
舘

土
地
改
良
区
か
ら
、
次
の
と
お
り
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
八
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

三
八
地
域
県
民
局
長

菅

孝

役
員
の

区

別

氏

名

住

所

就
任
及
び
退
任

の
年
月
日

理

事

〃〃〃〃〃〃〃〃

佐
藤

昭
二

齋
藤

正
人

山
田

貴
光

松
田

篤

營
田

新
一

田
中

鐵
雄

松
田

一
彦

清
川

安
美

畑
中

忠
雄

八
戸
市
大
字
櫛
引
字
櫛
引
一
三

〃

大
字
田
面
木
字
上
田
面
木
九
六

〃

大
字
坂
牛
字
坂
牛
三
八

〃

大
字
八
幡
字
堰
合
二
の
二

〃

〃

字
八
幡
丁
二
二
の
一

〃

大
字
田
面
木
字
上
田
面
木
六
の
二

〃

大
字
八
幡
字
堰
合
一
一
の
二

〃

大
字
尻
内
町
字
表
河
原
一
七
の
一

〃

大
字
田
面
木
字
上
田
面
木
二
二
の
三

令
和五･
四･
一就
任

〃〃〃〃〃〃〃〃
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〃監

事

〃〃理

事

〃〃〃〃〃〃〃〃〃監

事

〃

村
上

美
子

山
田

徳
見

岩
澤

博

北
山

弘
幸

佐
藤

昭
二

齋
藤

正
人

畑
中

忠
雄

清
川

安
美

營
田

新
一

田
中

鐵
雄

川
村

文
雄

松
田

一
彦

高
坂

健
一

山
田

貴
光

山
田

徳
見

岩
澤

博

〃

根
城
三
丁
目
一
二
の
一
三

〃

大
字
八
幡
字
五
日
町
四
二
の
四

〃

大
字
櫛
引
字
一
日
市
一
九

〃

大
字
八
幡
字
舘
ノ
下
二
〇
の
四

〃

大
字
櫛
引
字
櫛
引
一
三

〃

大
字
田
面
木
字
上
田
面
木
九
六

〃

〃

〃

二
二
の
三

〃

大
字
尻
内
町
字
表
河
原
一
七
の
一

〃

大
字
八
幡
字
八
幡
丁
二
二
の
一

〃

大
字
田
面
木
字
上
田
面
木
六
の
二

〃

大
字
八
幡
字
五
日
町
三
六
の
四

〃

〃

字
堰
合
一
一
の
二

〃

大
字
櫛
引
字
櫛
引
四
一

〃

大
字
坂
牛
字
坂
牛
三
八

〃

大
字
八
幡
字
五
日
町
四
二
の
四

〃

大
字
櫛
引
字
一
日
市
一
九

〃〃〃〃五･
三･三一退
任

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
浅
水

七
崎
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
五
年
四
月
四
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

三
八
地
域
県
民
局
長

菅

孝

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
馬
淵

川
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
五
年
四
月
四
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

三
八
地
域
県
民
局
長

菅

孝

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
川

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
五
年
四
月
四
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

三
八
地
域
県
民
局
長

菅

孝

土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
天
間

林
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
令
和
五
年
四
月
四
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
公
告
す
る
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

上
北
地
域
県
民
局
長

雪

森

正

三

公

安

委

員

会

青
森
県
公
安
委
員
会
告
示
第
五
十
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
八
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
に
委
嘱
し
た
次
に
掲
げ
る
者
か
ら
辞
職
の
申
出
が
あ
っ
た
の
で
、
令

和
五
年
四
月
七
日
承
認
し
た
。

令
和
五
年
四
月
十
七
日

青
森
県
公
安
委
員
会
委
員
長

野

呂

知

子
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氏

名

連

絡

先

活
動
区
域

木

戸

忠

勝

野
辺
地
警
察
署
交
通
課

（
電
話

〇
一
七
五
―
六
四
―
二
一
二
一
）

野
辺
地
警
察
署

の
管
轄
区
域

（ ）7 青 森 県 報 第600号令和５年４月17日 月曜日
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所
・
発
行
人
）

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(印
刷
所
・
販
売
人
）

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
八
円
九
十
銭


